
生活とビジネスに新しい価値を創造するユビキタス情報社会の進化

〉0事85No,11

コラボレーションワークを促 する
新しいネットサービスの要件とその可能性
BROADNETBOXERによって実現されるユピキタスワークプレイス

Next-GenerationlnternetSeⅣicestorBusinessCollaboration
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BROADNETBOXERを介して,各種デバイスをシンクロナイズさせることが可能

注:*1エアシンク(AirSync);インターネット経由で､ケーブルを介さずにダイレクトにデータ同期(シンク)すること

*2 ケーブルシンク(CableSync);USBケーブル,クレイドルのような同期用のツールを用いてシンクする方法

*3 SyncML(Synchronization MarkupLanguage)はノキア杜エリクソン社,モトローラ社をはじめとする携帯電話メーカー,データ同期サービスプロバイダーなどを構成メンバーとす

るOpenMobileAllianceが提唱する.データ同期およびデバイスマネジメントのオープン規格である｡

*4 AppleiCalは,米国App】eComput町lnc.の商品名称である｡

*5 Mic｢OSOftOut】00k,WindowsCEは,米国Mic｢osoftCo｢p.の米国およびその他の国における登録商標または商標である｡

*6 Palmは,米国PaれInc.またはその子会社の米国およびその他の国における商標である｡

データ同期サービス``KEY2SYNConAir''の堀要

日立製作所のインターネットクループウエア"BROADNETBOXER”をハブとして,さまざまなデバイスやソフトウエア間で情報の同期を行うことにより,場所や時間に関係なく,常に

最新情報を保持することが可能となる｡

インターネットと,常時接続を前提としたブロードバ

ンドの急激な普及に伴い,社内･社外にこだわらない

仮想的なチームによるプロジェクト編成により,コラボ

レーションワーク(協業)を容易に実現できるネットサー

ビスの需要が高まっている｡このサービスには,(1)情

報を共有しつつ保全する仕組み,(2)コミュニケーショ

ンを促進し,かつ大量に集積された情報を簡単に検索

できる仕組み,(3)どこからでもアクセスでき,情報を

才
はじめに

パソコンの小型化やPDA(PersonalDigitalAssistant:携

最新の状態に保つ仕組みが必要となる｡

日立製作所が企画,開発,運営するインターネット

クループウェア"BROADNETBOXER(ブロードネット

ボクサー)”は,この三つの要件を満たし,｢時間や場

所を選ばず,プロジ工クトの遂行に最適なメンバーや

チームとのコラボレーションワークを実現するツール

(ユビキタスクループウェア)+として,いっそうの進化

を図っている｡

帯情報端末)の高性能化,無線LAN,携帯用のモデムカー

ドの常時接続･高速化などにより,どこからでもブロードバンド

によるインターネットを楽しめる環境が整いつつある｡しかも,

ADSL(AsymmetricDigitalSubscriberLine:非対称デイ
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ジタル加入者線)が技術革新によって12Mビット/sの高速接

続を実現し,2003年7月には26Mビット/sサービスの提供が

開始されている｡こうしたADSLの高速化(理論値では,50M

ビット/sも可能との見方がある｡)にけん引される形で,100M

ビット/sのFTTH(Fiber to tbe Home:加入者光ファイバ)も

順調に加入者を増やし,オフィスでのインターネット利用よりも,

自宅や無線LAN接続が可能なインターネットカフェなどでの環

境のほうがいっそう快適であるといった逆転現象も見られるよ

うになった｡

このような現象は,場所や時間に束縛されることなく,インター

ネットを用いたビジネスが可能になり,エビキタスワークプレイス

が実現しつつあることを意味する｡同時に,これまでは大企

業で活用されていた高度なネットワーク環境を,SOHO(Small

O比ce,Home Office)や中小企業,個人であっても比較的

安価に人手できるようになったことから,ビジネスコンシューマー

や起業家を目指す人が活躍するための社会的インフラストラ

クチャーが整備されつつあるとも言える｡

ここでは,上述のようなエビキタスワークプレイスの実現を図

る,日立製作所のインターネットグループウエア"BROADNET

BOXER(以下,BOXERと略す｡)”について述べる｡

2
コラボレーション用のネットサービス

大企業や,中小企業,SOHOでネットワーク格差がなくなっ

たことにより,オフィスの場所や設備によってコミュニケーション

機能やそのコストに差が生じることがなくなった｡企業間,あ

るいは企業と個人の間でのコミュニケーションが促進され,立

場や所属を越えた情報の連携,すなわちコラボレーションワー

クが普遍的に行われる土壌ができたと言える｡

しかし,インフラストラクチャーとしてのインターネットの普及

に比べて,ツールとしてのアプリケーションやサービスはいまだ

に方向性が定まっておらず,需要に対応する十分な機能を

提僕しきれていないのが実情である｡コラボレーションワークを

快適に行ううえで必要となるのは,(1)情報を共有しつつ保

全する仕組み,(2)コミュニケーションを促進し,かつ大量に

集積された情報を簡単に検索できる仕組み,(3)どこからで

もアクセスでき,情報を最新の状態に保つ仕組みの三つであ

ると思われる｡

上述の(1)は,一般的にはグループウエアと呼ばれるアプリ

ケーションを指す｡グループウエアは1990年代に登場しており,

すでに十分な進化を遂げているとも言えるが,これまでコラボ

レーションは主に企業内に限られていたため,部門間や企業

間,企業と個人のコラボレーションは想定外である場合が多い｡

(2)は,メールやインスタントメッセンジャーといったコミュニケー

ションツール,あるいはオンラインストレージのようなストック情報

を共有したり交換したりする機能を主に意味する｡このような

¶丞L日立評爵2003一｢1

業務や組織の枠を越えた,コラボレーションが可能
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図1BOXERにおけるコラボレーションの例

通常のグループウエアでは不可能な,部門間･企業間のコラボレーションを実現す

る｡情報交換のユニット単位として｢ワークグループ+を作成し,スケジュールや文書

データなどをシェアする｡

ツールによって交換,集積された膨大な情報を,簡単に検索

できることが重要である｡これまでは,機能そのものがグルー

プウエアにインテグレート(統合)されている場合が少なく,真

のプラットフォームとしては不十分であった｡

(3)は,携帯電話(ブラウザフォン)やPDA,ノートパソコン

などのさまざまな情報端末を用いで1青報の更新ができるという

意味でもある｡しかし,狭義で言えば,そうした複数のインタフェー

スやツールを用いて入力された情報を同期するための,シン

クロナイズ機能(以下,シンクと略す｡)を指している｡

以上の三つの機能を統合し包含すると,その要件は以下

のとおりとなる｡

(1)部門や企業の壁を越え,社外ともコラボレーションできる｡

(2)仮想組織に連動して閉じられた,あるいは開かれたコミュ

ニケーション方法を持ち,蓄積された情報に簡単にアクセスで

きる検索性を持つ｡

(3)散在しがちな情報を同期し,簡素性を保つことができる｡

上記の機能を持つグループウエアが,エビキタスワークプレ

イスを実現し,真のコラボレーションワークを支えることができる,

ユビキクスグループウエアであると考える｡

これらの要件を設計思想の根底において開発したグルー

プウエアがBOXERであり,部門間･企業間,あるいは個人と

企業の間でのコラボレーションを容易に実現するツールである

(図1参照)｡

3
ヒエラルキー型からネットワーク型に対応

3.1企業内におけるコラボレーション

コラボレーションワークは,必ずしも企業間や企業と個人の

間に発生するだけではなく,企業内での部門間の横連携を
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意味することが多い｡大企業であれば,事業部や部課といっ

た単位でのサーバによってグループウエアを導入しているケー

スが多く,従前のグループウエアの場合,データベースを同様

の単位で切り分けて,情報の保存や連携を最適化している｡

このようなグループウエアのあり方は,従来のヒエラルキー型

の組織にあっては,トップダウン,ボトムアップのいずれの形式

でも,情報の伝達という意味では部分最適化されているが,

部門問での情報共有やスケジュールの調整といった,比較的

単純なニーズヘの対応を難しくしている｡

これからは,企業内コラボレーション,部門間コラボレーショ

ンを円滑に行うための情報連携基盤を確立する必要がある｡

BOXERは,現在,ASP(ApplicationServiceProvider)

形式でサービスを提供しており,部門別にサーバを置く必要

がなく,複数部門にサービスを提供することができることから,

所属する部門の別に関係なく情報共有が可能になる｡

3.2 企業間コラボレーション

企業内での部門間コラボレーションが実現すると,同一の

ツールや基盤を用いて取引先やパートナー企業との間の情報

連携を行い,ビジネスプロセスの全体最適化を目指すことに

より,結果的に企業はネットワーク型組織への変革の道を歩

むことになる｡企業間コラボレーションと情報共有を容易に実

現できるツールへの期待はここで生まれるわけであるが,この

ツールが社内･社外で複数存在する場合,同様の情報を複

数のツールで管理する必要が生じ,結果として面倒な作業を,

ユーザーである社員に強いることになる｡逆に言えば,ツール

そのものは多棟であったとしても,情報を管理するプラットフォー

ムが同一であるか,自動的に情報をインテグレートできるもの

でないかぎり,その利用価値は半減する｡

膚
アクセシビリティとシンクロナイゼーション

4.1 アクセシビリティ

現行バージョンのBOXERでは,通常のメールソフトウェア

だけでなく,携帯電話やPDAで簡便に利用することができる,

｢モバイルワークフローサービス+を展開している(図2参照)｡

日々のスケジュールについては,任意のメールアドレスに電

子メールを定期配信することが可能であり,わざわざログオン

してチェックしなくても確認することができる｡また,回覧板･

掲示板,あるいは簡易りん議書の閲覧や承認行為なども容

易に外出先で行えることから,外出が多い営業マンやSE

(System Engineer),あるいは日常的になんらかの決断を

求められるマネージャにとっては,便利なサービスであると言

える｡

例えば,携帯電話のメールで会議への参加依頼を受けた

場合,メールの下部に記載されたURL(Uniform Resource

縫済済繁盛感

感済聯鐙 聯 遜財稲
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pD堰l
(b)リクエストメールからの承認操作

図2｢メール＋ダイナミックURL+を利用したモバイルワークフロー

ケーブルレスでデータ同期を行うことにより.さまざまな場所で最新のスケジュール

を確認することができる｡例えば,オフィス内のスタッフがグループウエアを利用して新

たに会議を設定すれば,外出先でもPDAやノートパソコンにより,新たに設定された

会議の情報のデータ同期が可能となる｡

Locator)をクリックすれば自動的にブラウザが立ち上がり,そ

こから参加･不参加の回答を行える｡当然,この回答の内容

はみずからのスケジュールに記録され,かつ会議の参加依頼

を発信した側にも反映される｡

4.2 シンクロナイゼーション

どこからでもアクセスできることが重要であると同時に,多種

多様な方法でアクセスするユーザーが閲覧する情報は,常に

最新の状態に保たれることが望ましい｡記載された予定が最

新ではなく,変更された可能性がある場合には,保存された

すべての情報の信頼性が疑われる｡つまり,情報の変更が

即座に反映され,どのようなデバイスから人力しても,タイムラ

グをおかずに最新情報を閲覧できることが肝要である｡

BOXERでは,2003年9月末に提供したデータ同期サービ

ス"KEY2SYNConAir”により,これを可能としている｡

例えば,PDAを日常のスケジュール管理に使っている営業

員が,BOXERを利用し,外出先で会議参加を依頼されたと

想定する｡

日立評爵2003.11119
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この場合,営業員はPDAを使って自分のスケジュールを確

認し,依頼を受けた日時が空いていれば携帯電話上で参加

を決定して回答する｡しかし,このときBOXER上でのスケジュー

ルとPDA上でのスケジュールに差分が発生するという問題

が生じる｡BOXER上では,スケジュールを共有している他の

メンバーが営業員のスケジュールをタイムリーに把撞しても,

自分自身でPDAに新しい会議予定を入力しない限り,最もよ

く利用しているPDAの情報が遅れてしまうことになる｡一方,

PDA側に先に予定を入力し,BOXERへの反映が遅れれば,

ダブルブッキングを引き起こす吋能性もある｡PDA側の情報

更新はマニュアルで(みずからの手で)入力する必要があり,

この件数が多いと作業が煩雑になってミスを誘発する恐れも

ある｡

この情報更新時の差分発生によるトラブルを防止する目的

で開発したサービスが"KEY2SYNConAir''である｡

通常のデータ同期であれば,特定のパソコンと,クレイドル

やUSBケーブルを介してPDAを接続し,そのうえでデータ同

期(ケーブルシンク)を行う必要があるので,外出先でこれを行

うことは困難である｡しかし,KEY2SYNConAirでは,ケー

ブルを介さずダイレクトにインターネット経由でデータ同期を行

う,いわゆるエアシンクをサポートしているので,場所を選ば

ない｡

例えば,オフィスのパソコンからのリクエストメールを携帯電

話で承認した後に,PDAでBOXERとエアシンクすることでミー

ティングスケジュールがPDAに反映される(.図3参照)｡

吉
ユピキタスクループウェアヘの道

町なかでは,無線LANによるネット接続サービス設置個所

が急速に増え,コンビニエンスストアやビジネスサービスステー

ションなどがインターネット接続のハブになるRも遠くないと予

測されていることから,PDAのインターネット端末としての役割

はこれからが本番であると思われる｡単なるPIM(Personal

Information Manager)としての役割を越え,グループウエア

機能との連携をベースとしてビジネスプロセス端末としてのあ

り方が模索されている｡

企画や戦略を考案するスタッフ部門や,デザイン制作,

DTP(Desktop Publishing)などを扱うようなグノエイティブな

部門に従事するビジネスマンであれば,最も働きやすい環境

にありながら他のチームメンバーとの情報交換を行うためのプ

ラットフォームとして,エビキタスグループウエアは重要である｡

営業部門に従事するビジネスマンにとっては,社内･社外を問

わずに情報連携ができるツールは,強力なSFA(営業支援)

ツールとなる｡直行･直帰を繰り返しても,報告書の提出や交

通費精算をネット経由で簡便に行うことができるうえに,他の

社員やパートナーとのスケジュール調整も容易である｡
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図3最新情報を常に同期

社内･社外を問わずに会議の設定が容易なため,業務を効率よく行うことができる｡

業務に従事できるステージがオフィスから解放され,自分が

いる場所がオフィスとなる,それをエビキタスワークプレイスと呼

ぶならば,これを支えるインフラストラクチャーこそがユビキタス

グループウエアであり,BOXERの最終的なゴールと考える｡

霹
おわりに

ここでは,｢ユビキタスワークプレイス+の実現を支える,日立

製作所の-1BROADNETBOXER''について述べた｡

BROADNETBOXERは,当初,ビジネスコンシューマー

用の自律協業型のコラボレーションワークを支援するツール

(コラボレーションウェア)として開発したものであるが,企業ユー

ザーの数が増えるにつれて,企業内コラボレーション,企業間

コラボレーションをサポートする,いっそう大規模なインターネッ

トグループウエアへと変ぼうしつつある｡日立製作所は,今後

も,真のユビキタスグループウエアの実現を目指していく考え

である｡
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